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1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

目標 2回 2回 2回 2回 2回

実績 7回 7回 7回 7回

増減
理由等

目標 1回 1回 1回 1回 1回

実績 1回 1回 1回 1回

増減
理由等

目標 2回 2回 2回 2回 2回

実績 3回 3回 3回 3回

増減
理由等

目標 1回 1回 1回 1回 1回

実績 1回 1回 1回 1回

増減
理由等

評価

基本理念の達成
に向けて、経営
方針に基づく具
体的な目標や取
組、サービス水
準を設定し、業
務に取り組んで
いるか

維持管理 ● ● ●

評価項目

事業の目標と具体的な取組 一次評価（指定管理者による自己点検） 二次評価（所管課による評価）

　区  分

具体的な目標

区の求める
サービス水準

指定管理者目標値・実績値（経過）

評価 評価理由

5

指定事業開始直後の為、安全管理と衛生状態の
保持を重視し、清掃を毎日行った。受託事業者1
回、他6回は動物園職員で実施。
落ち葉時期には受託業者の清掃回数を週2回に
増加した。
休園日などに集中して清掃をするブロックを決め
て行った。

屋内・公園
トイレ(東板
橋公園）

1回/日

5

毎日の点検・清掃の結果、清潔な環境が
保たれていた。
屋外トイレは誰でも時間を問わず使用で
き、汚れやすい場所でもあるため、今後も
適宜点検、シルバー人材センターや南部
土木SCとの連携により、円滑に管理を
行ってほしい。

5
安全管理と衛生状態の保持を重視し、午前に清
掃、午後に点検を行い、必要があればその都度
清掃をしている。
週7日間中、週1日は動物園職員が清掃。週6日
間、シルバー人材センターに清掃委託。南部SAと
も連携しながら行っている。

● (1)清掃
屋外
（各公園）

2回/週

5

毎日清掃を行っていることもあり、ゴミが散
乱している様子はなかった。清掃場所に
漏れのないよう、ブロックごとに分ける工
夫も見られた。
これからの時期は、強い風により落ち葉が
散乱するため、引き続き清掃の徹底をお
願いしたい。

5

落ち葉のでやすい木を考慮して計画的に
剪定を行うことができていた。
多くの人が訪れる公園の維持管理におい
て、安全管理が一番重要であるため、危
険樹木がある場合は、スピード感を持って
処理を行ってほしい。経費が不足している
のであれば、安全管理上、必要経費であ
るため、区へ協議してほしい。

●

5
委託業者によって東板橋公園は6月、12月、3月
に1回ずつ剪定、必要に応じてその都度剪定して
もらっている。経費削減の為、動物園職員も剪定
を行っている。悪天候の日とその翌日には安全管
理のため必ず動物園職員が点検作業を行ってい
る。

● ● ● (3)その他
点検
（各公園）

● (2)樹木管理
剪定
（各公園）

2回● ●

1回/日

5

日々の点検により、安全な公園運営がで
きている。引き続き、利用者状況に応じ
て、都度点検を行ってほしい。 5毎朝行っている。土日など利用者が多い時には

昼食時にも実施。休園日には点検表を利用しな
がら行っている。
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評価項目

事業の目標と具体的な取組 一次評価（指定管理者による自己点検） 二次評価（所管課による評価）

　区  分

具体的な目標

区の求める
サービス水準

指定管理者目標値・実績値（経過）

評価 評価理由

● ● ●
(4) ホーム
ページ

閲覧数 目標
5000
ｱｸｾｽ

8000
ｱｸｾｽ

9000
ｱｸｾｽ

 40000
ｱｸｾｽ

 40000
ｱｸｾｽ

実績
21071

アクセス
42707

アクセス
44108

アクセス
80344

アクセス

目標 2回 2回 2回 5回 5回

実績 9回 9回 9.7回 7.8回

増減
理由等

目標 2回 2回 2回 2回 2回

実績 3.9回 3.9回 3.9回 3.9回

増減
理由等

目標 1回 1回 1回 1回

実績 1回

目標 11,200人 11,200人 11,200人 11,200人

実績 10,914人

増減
理由等

利用促進

【重点項目】
公園の特色を
活かした運営

10,000
ｱｸｾｽ

増減
理由等

コロナ禍も明け、行動制限が緩和されたためかア
クセス数は２倍近く増加している。また、X(旧
Twitter)のアカウントを開設し、そこからHPへの誘
導も行っている。

5

アクセス数が約２倍にも増加しているの
は、日々のブログ更新やＸ投稿等、指定管
理者の努力の結果である。
引き続き、閲覧者に興味を持ってもらえる
ようなＰＲ活動を行ってほしい。

5

ブログの更新回数は減少しているが、全
体的に見て動物園の魅力をPRできてい
る。
Xアカウントの開設についても、特に若者
や子育て世代へのPRとして有効な手段で
あるため、引き続き工夫して継続してほし
い。

5HP・ブログの周知やイベント等告知の為。年間94
回更新、月平均約8回更新。昨年度に比べ更新
回数は減っているが、代わりにX(旧Twitter)の投
稿回数を増やしている。

● ● ●

(5)ブログ 更新回数 2回/月

5

● ● ●

5
当施設のイベント等の告知や、区からの掲示物を
月２回以上適宜貼り換え、適切な情報発信を行っ
ている。月の平均が3.9回更新。その他に動物の
生態や、クイズなどを各所に展示している。また
地域の来園者の方からクイズを作成してもらい掲
示もしている。

(6)施設掲示
板

更新回数
（各公園）

2回/月

5

多くの掲示物が張り出されているが、整理
されており見やすい状態となっていた。
また、公園内の掲示物について、小さい子
どもでもわかりやすい文言で表記する、来
園者が楽しめるようなクイズを掲載する等
の工夫がされていた。

● ● ● ●

4

11,200人

コロナ禍終息の為数年ぶりの開催。リニューアル
オープン後様々な形で関わってきた方々に出展
を依頼し、仲宿商店街から3店舗、板橋区獣医師
会、板橋警察署、三園福祉園、家政大学やロボッ
トプログラミング等多くの方にご協力頂いた。ま
た、運営に当たり板橋区役所の方々や当団体の
ボランティアや他現場の応援などの協力を頂き、
自前の人員だけでも50人超で対応が出来た。当
日はあいにくの雨で開催を危ぶまれたものの、多
くの方々に参加して頂く事が出来た。

● (7)イベント
※物販・出張
出展以外

①公園まつ
り（開催
数、来園
数）

1回

5

指定管理者制度導入後初のまつりイベン
トだったが、地域商店や団体と協働により
開催ができて良かった。
令和6年度の実施に向けて、昨年度開催
内容を見直し、出店団体の増設など、更な
る賑わい創出に繋げてほしい。
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評価項目

事業の目標と具体的な取組 一次評価（指定管理者による自己点検） 二次評価（所管課による評価）

　区  分

具体的な目標

区の求める
サービス水準

指定管理者目標値・実績値（経過）

評価 評価理由

目標 2回 2回 2回 2回

実績 2回

目標 7,080人 7,080人 7,080人 7,080人

実績 7,787人

増減
理由等

目標 2回 2回 2回 2回 2回

実績 1回 1回 1回 1回

目標 50人 50人 50人 50人 50人

実績 25人 25人 26人 25人

増減
理由等

目標 5回 5回 5回 5回 5回

実績 2回 4回 5回 5回

目標 250人 250人 250人 500人 500人

実績 195人 419人 600人 572人

増減
理由等

目標 10回 10回 10回 10回 10回

実績 7回 10回 10回 10回

目標 1,250人 1,250人 1,250人 1,250人 1,250人

実績 1,274人 1,091人 1,189人 1,627人

増減
理由等

● ● ● ● ●

⑤分園ミニ
イベント（開
催数、参加
数）

7,080人

東板橋公園、徳丸ヶ原公園にてそれぞれ一回づ
つ実施。両園共に広場に人が溢れる程だったの
で本園では実施を日に2回に分けるなどの工夫を
行った。

③ポニー教
室（開催
数、参加
数）

2回

5

前年度同様、回数を減らしての開催であっ
たが、人気の高いイベントであることが窺
える。
次回以降、コロナの収束に伴い、開催回
数を元に戻す準備をしてほしい。

（昨年度同様の基準で評価を実施）

②ヒツジの
毛刈り（開
催数、来園
数）

2回

5

東板橋公園で行った初回のショーでは人
が溢れてしまったことから、実施方法を変
更したことで、より多くの来園者が楽しめる
イベントになった。
今後も引き続き、問題点について柔軟に
対応し、利用者サービスの向上をめざして
いってほしい。

5

550人

コロナ禍のため、年2回から1回の実施に変更。申
し込みも毎回定員を越えており、教室終了後のア
ンケートでも高い評価を頂いていた。

④分園ポ
ニー引馬
（開催数、
参加数）

5回

5

普段、分園では引馬を実施していないた
め、より多くの人が動物と関わり楽しんで
もらう良い機会である。
雨天により順延する等、柔軟に対応できて
いるため、今後もより広く動物園を楽しん
でもらえるような運営を意識してほしい。

5

250人

昨年度に比べて天候に恵まれない日もあったが、
一度の開催につき毎回平均100人前後の利用者
に楽しんでいただいた。天候に恵まれた日は150
人程の利用者がおり、コロナ禍で制限をしていた
時よりも確実に増加している。

10回

5

社会情勢に鑑み、イベント開催の見直しに
より、多くの人にイベント体験を提供できて
いる。
ヤギのショーについても、開園時間内で最
大限、利用者に楽しんでもらう意識が感じ
られる。

5

1,250人

コロナ禍も明け、ミニイベントの定員を廃止した。
その結果、より多くの参加者に楽しんでいただくこ
とができ目標人数を上回った。ミニイベントの後は
隔週でヤギのショーも開催しており、来園者に楽
しんでいただく工夫をしている。
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評価項目

事業の目標と具体的な取組 一次評価（指定管理者による自己点検） 二次評価（所管課による評価）

　区  分

具体的な目標

区の求める
サービス水準

指定管理者目標値・実績値（経過）

評価 評価理由

目標 20回 24回 24回 36回 36回

実績 49回 35回 64回 75回

目標 450人 500人 500人 1,250人 1,250人

実績 24,289人 752人 2,746人 3,501人

増減
理由等

⑥上記以
外のイベン
ト（開催数、
参加数）

24回

5

どのイベントも参加者が多く集まっている
のは、周知の徹底、指定管理者の接客等
といった、指定管理者の努力の結果であ
る。
昨年度新規で実施し好評だったロボットプ
ログラミングや東板橋図書館絵本読み聞
かせ、るか記念撮影を今年度も行い、賑
わっている様子だった。
また、ツリークライミングや公園クイズラ
リー、ヤギのクリーンパトロール等イベント
では、公園内を広く使い、樹木や環境への
興味・関心を持ってもらう工夫が感じられ
た。こども達の自然環境への意識の一助
になっていると思う。

5

500人

本園
親子乗馬：9回実施、162組324名
親子ポニー教室：2回実施、20名
馬車：8回実施、316組、632名
大人乗馬：3回実施、55名
ツリークライミング：1回実施、14名
高齢者乗馬：1回実施、3名
親子動物クラブ：2回実施、20名

板橋ポニーキャンプ：1回実施、29名
リクガメふれあい：6回実施、445名
ナイトズー：1回実施、47名
るか記念撮影：1回、612名
東板橋図書館読み聞かせ：11回、440名
ロボットプログラミング：2回、62組144名

分園
羊毛工作：1回実施、21名
ヤギパト：9回実施、72名
花壇作り：8回実施、56名
公園クイズラリー：1回実施、198名
焚火イベント：1回実施、29名

その他
板橋警察署交通課イベント：2回実施、340名
くるくるパーク
十条駅スタンプラリー
板橋消防署防災広報
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評価項目

事業の目標と具体的な取組 一次評価（指定管理者による自己点検） 二次評価（所管課による評価）

　区  分

具体的な目標

区の求める
サービス水準

指定管理者目標値・実績値（経過）

評価 評価理由

目標 7回 10回 10回 84回 84回

実績 4回 32回 114回 82回

目標 350人 500人 500人 10,910人 10,910人

実績 142人 3,345人 12,944人 6,756人

増減
理由等

実績 59人 175人 175人 185人

増減
理由等

目標 4団体 5団体 5団体 6団体 6団体

実績 2団体 6団体 12団体 9団体

増減
理由等

目標 10回 12回 12回 6回 6回

実績 0回 5回 4回 11回

増減
理由等

協働

【重点項目】
公園を協働で
運営していく
持続可能な
仕組みづくり）

● ●

(8)物品販売
（自動販売機
は除く）

3

購入者数 500人

キッチンカーは毎月出店。出店が定着化してい
る。その為、来園者、公園利用者の認知度も上が
り購入者数の増加に繋がっている。お土産用の
物品販売は通年行った。屋台のカブト食品がこな
くなったので、購入者数は減った。

10回

5

出店者の減により、購入者数が減ってし
まったが、出店回数については、定着化し
ていることが窺える。
キッチンカーの出店は、賑わいの創出だ
けでなく、公園利用者の利便性にもつなが
るため、出店の新規開拓を検討してほし
い。

出店回数● ● ●

5
こども動物クラブの新規受付を継続、登録数を増
やし、定員185名に達した。公園ボランティア育成
事業については家政大学の授業受け入れ、ZOO
パークフェスタでの協働プログラムの実施等を
行った。

● ●

150人 150人 150人 150人

5

こども動物クラブは、好評な事業であり、
年々登録者数を増やして対応していただ
けている。今後も増加が見込まれるが、工
夫して事業を実施してほしい。
ボランティア育成事業についても、引き続
き受け入れを行い、事業実施に繋げてほ
しい。

●
(9)ボランティ
アの育成

登録人数 150人
目標 120人

登録団体が減ってしまったとのことだが、
地域住民とのつながりを意識して運営して
いたと思う。
今後も双方にメリットとなるような協働を積
極的に取り入れていってほしい。

5

● ●
(11)催事等へ
の出張出展
（区立施設を
含む）

回数

●
(10)公園活動
団体等の受
入れ

団体数 5団体

5

12回

5

前年度より大幅に実績が増えており、地
域団体との協働が実現されている。
また、一度かかわった団体との協働プラグ
ラムを継続し、地域との連携につないでい
くことができている。

5

コロナウィルスの影響により年度10回予定してい
た事業が中止になったため、目標回数の見直しを
行った。区立施設の出張出展を２回実施。東板橋
図書館、赤塚植物園（グリーンフェスタ）。また、動
物の診療を担って頂いている獣医師会からの依
頼で区民祭、ZOOパークフェスタなどでお手伝い
にも来て頂いている家政大学のイベントにも参
加。その他に川口市のララガーデンに4回、クラウ
ドファンディングで集めた資金により、区内福祉施
設3箇所で行った。

花壇関連の区民団体が2団体、その他以前より
利用頂いている若者サポートセンター、公園清掃
の幼稚園などの受け入れ継続、新規に警察署な
どを行うも高齢者団体など一部足が遠のいた団
体もあった。

● ●
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評価

評価項目

事業の目標と具体的な取組 一次評価（指定管理者による自己点検） 二次評価（所管課による評価）

　区  分

具体的な目標

区の求める
サービス水準

指定管理者目標値・実績値（経過）

評価 評価理由

目標 500,000人 600,000人 600,000人 600,000人 600,000人

東板橋公園 28,023人 42,731人 22,290人 6,555人

こども動物園 173,613人 375,123人 397,496人 370,638人

徳丸ヶ原公園 7,508人 11,599人 8,163人 5,310人

高島平分園 166,941人 184,042人 209,061人 196,492人

実績 376,085人 613,495人 637,010人 578,995人

増減
理由等

目標 7種類 7種類 7種類 9種類 9種類

実績 8種類 11種類 11種類 11種類

増減
理由等

目標 110,000人 135,100人 135,100人 128,200人 128,200人

実績 40,466人 82423人 139220人 126089人

目標 85,000人 107,700人 107,700人 98,900人 98,900人

実績 24,988人 11,989人 99,141人 104,553人

目標 19,000人 27,700人 27,700人 27,700人 27,700人

実績 9,005人 31,121人 32,234人 27,551人

増減
理由等

(12)利用者 利用者数

運営

【重点項目】
公園の特色を
活かした運営

4

様々な外的要因があるため、一概には評
価できない部分があるが、利用者数は客
観的な数値となるため、今後も工夫したイ
ベント開催等により、賑わい創出を実現し
ていただき、利用者の増加をめざして運営
していってほしい。

4

コロナ禍終息の影響で他動物園もプログラムを開始した為、各月
利用者の減少傾向が見られた。ハイシーズンの伸びが思わしくな
いのに加え、夏季の猛暑も影響していると思われる。しかし、11月
と3月のZOOパークフェスタなどイベントの実施月は利用者の増加
が多く見られた為、次年度も力を入れたいと思う。公園利用者はカ
ウント方法を変えた為減少している。

●

600,000人

5両園共通：ポニー、（大型、ミニュチア含
む）、ヤギ、ヒツジ、モルモット、うさぎ、リス
本園：ケヅメリクガメ
分園：セキセイインコ、カメ、シカ、魚

● ●

● (13)動物展示 展示数 7種類

5

計画的な管理により、前年度同様目標値
を上回っている。
引き続き、個体数の数も維持して、サービ
スの低下にならないよう気をつけてほし
い。

●

4

ヤギ・ヒツ
ジえさやり

107,700人

ポニー引馬 27,700人

全体的な利用者減少により若干の人数減が見ら
れた。春秋のハイシーズンの伸びが悪かったた
め、コロナ禍終息により遠出などをする人が増え
てきた事が予想される。土日祝日など来園者が
多い時には引き続き開園時間を少し早めるなど
来園者サービスと工夫を続けていきたい。

● (14)経常ふれ
あいプログラ
ム（団体利用
含む）

モルモット
抱っこ

135,100人

4

開園時間を早めることについては、公園内
通路の混雑回避にもつながっているとの
ことで、利用者サービスの向上になってい
ると思う。
引き続き、実現可能な範囲内で柔軟な対
応をしていってほしい。
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評価項目

事業の目標と具体的な取組 一次評価（指定管理者による自己点検） 二次評価（所管課による評価）

　区  分

具体的な目標

区の求める
サービス水準

指定管理者目標値・実績値（経過）

評価 評価理由

目標 375団体 450団体 450団体 124団体 124団体

実績 39団体 83団体 136団体 120団体

目標 10団体 14団体 14団体 3団体 3団体

実績 0団体 1団体 1団体 8団体

目標 30団体 36団体 36団体 12団体 12団体

実績 7団体 15団体 21団体 18団体

目標 8団体 11団体 11団体 4団体 14体

実績 2団体 0団体 5団体 7団体

目標 150人 190人 190人 63人 63人

実績 58人 21人 77人 89人

増減
理由等

目標 4台 6台 6台 6台 6台

実績 7台 8台 8台 8台 8台

増減
理由等

目標 850件 1,000件 1,000件 1,000件 1,000件

実績 850件 1000件 1000件 1000件

目標 80% 80% 80% 90% 90%

実績 98.82% 98.50% 98.5% 98.20%

目標 80% 80% 80% 90% 90%

実績 98.82% 97.90% 98.2% 98.30%

増減
理由等

4

地域との連携や出展など指定管理者の努
力があったからこそ、今回の結果だと思
う。
指定管理者による円滑なコミュニケーショ
ン、利用しやすい環境づくりにより、団体
利用の継続につながっていると思う。

4

高齢者 14団体

 障がい児者 36団体

● ● (15)団体利用 一般 450団体

うち、障がい者ポ
ニー乗馬利用 11団体

障がい者ポニー
乗馬利用人数 190人

年数を重ねるごとにリピーターと新規利用団体で
コンスタントに総数が増えてきた。また今年度も
ハーモニィセンター独自のクラウドファンディング
などで区内施設3か所を回り、出張先の拡大を
行った事で認知度が上がり、障がい児者施設・高
齢者施設も増えたと思われる。今後も広告と定着
に力を注ぎたいと考えている。

● ●
(16)自動販売
機

設置数 6台

5

アイスやお菓子など、バリエーション豊か
に自販機を設置している。
更に利用者の声汲み取りながら、事業を
継続していってほしい。

5
変更なし

その他 サンプル数 1,000件

5

施設やプログラムに関する要望はあった
ものの、接遇への満足度が非常に高く、肯
定的な意見が多かった。
意見や要望について適切に対応し、必要
に応じて区と連携した対応を行うことがで
きた。
今後、アンケート結果について、利用者へ
公表を検討してほしい。

5

接遇満足度 80%

● ●
(17)利用者ア
ンケート

総合満足度 80%

接遇満足度の評価が非常に高く、5段階での評価
にて、とても良い・良いの評価を999件中982件頂
いた。（未記入1件）7月に上半期のアンケートを、
3月に下半期のアンケートを実施。毎年アンケート
を受けて、区と協議して問題点や要望に沿って改
善している。
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評価項目

事業の目標と具体的な取組 一次評価（指定管理者による自己点検） 二次評価（所管課による評価）

　区  分

具体的な目標

区の求める
サービス水準

指定管理者目標値・実績値（経過）

評価 評価理由

目標 1回 1回 1回 1回 1回

実績 2回 2回 各園1回ずつ 各園1回ずつ

増減
理由等

目標 1回 1回 1回 1回 1回

実績 1回 4回 8回 5回

目標 1回 1回 1回 1回 1回

実績 1回 1回 3回 2回

目標 1回 1回 1回 1回 1回

実績 2回 2回 3回 2回

目標 1回 1回 1回 1回 1回

実績 0回 0回 1回 1回

増減
理由等

目標 90% 90% 90% 80% 80%

実績 82% 85% 86.7% 84.6%

増減
理由等

126 124第２　計 （130満点）

●
来園者の協力もあり、避難誘導を含めて
実施ができている。
また、プログラム実施中の災害を想定する
等、臨場感をもって実施できている。

5
3月に両動物園、公園にて来園者の方の協力を
頂きながら実施。

● ● ●

(18)防災訓練
実施回数
（各公園）

1回

5

外部講師による研修や年次に応じた接遇
に関する研修は、利用者満足度にもつな
がっていると思う。

5

接遇（障がい
者理解含
む）

1回

個人情報・
危機管理

1回

雇用関連

(19)職員研修 動物関連 1回

5
1回

全ての研修をオフライン研修に切り替えた。特に
馬に関する研修については力を入れて行い、部
内のもの、団体内のもの、宿泊を伴うもの、自主
的に外部団体へ出張して行ったものもあった。上
記以外にも多くの研修を行っている。

4

複数社見積もりの上、適切な事務が行わ
れている。また、可能な限り区内事業者へ
の発注ができている。

5

区内業者（11社）
・徳丸ヶ原公園　秋山造園
・東板橋公園　池田園
・東板橋公園　MFL
・徳丸ヶ原公園　東京サニテーション
・産業廃棄物処理業者　大成運輸
・再生資源物運搬業者　石原商店
・不燃ごみ運搬業者　リバース
・シルバー人材サービス
・板橋獣医師会
・勇建設
・本橋電気

区外業者（2社）
・HP関連業者
・乗用馬削蹄業者

● (20)外部委託
区内企業
発注率(区
内企業/外
注件数）

90%


